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星の名と，星座の名について（績）
　我が國の一部に用ゐられてるる天馬職名について，是正し允いと思ふもの
も多い．たとへば，其の一例はお◎0加sとV・ふ星座の言隻語である．世に照れ
をL牛飼コと課してみる入がある．しかし，罵れは誤鐸であり，叉，拙課であ
る．垂耳，BootsはL大熊■星座の西南に隣りしてみて，日週蓮行と共にL大熊■
を追跡して行くやうな形に想像される星座であって，ギリシャ文化の最初の
時代に出挙たホメロスの長詩Odysseアに歌はれてるるから，恐らく3000年の
歴史を持つものであるが，ギリシャ時代の本統の名はBoωτηζである．しか
し此の星座は，今日其の首星の名として一般に用ゐられてるるArcturusの原
語’AρzτOtノρos（叉は’廊κτo伽魚ξ）と混用せられ，揚州により，叉，人によ
って，80ωτηζと，APXτOVρOSと，何れが星座の名で，何れが首星の名かア，
制然しなV・ことも昌々あるのであるが，とにかく，意味は，隣りの星座との
關係もあって，Be［　r－watcher或はBear－gux，　rcl，即ちL熊を見守る「，　L熊の導
入「，L牧揚守り「（英語でHerdsman，町彫でB・uvier），　L牧者「とV・ふやうな意
味に解繹せられ，從って第十七世紀にへx’Lリゥスが此の星座とL大熊「星座と
の中問にαμoρφωτoζとしてトレミィ以來忘れられてみた星々を連ねて一新星
座を創設した時にも，Canes　Venatici即ちL薇犬込v・ふ名を：己れに與にへて，
BootesとL大熊「と，二つの大星座の意味を釜々興味づけたのである．從っ
て，Bootesは何と言っても，すなほにし牧夫コと繹すべき筋合ぴのものである・
一尤も，Bootesの原語BoωτKがBovg（牡牛）とcoθεey（追ふ）とを組み
合はせたものである乏解繹して，之れをL牛を追ふ者コ即ちL牛飼ひ■とv・ふ風
に意味付ける輩も無V・ではなV・が，そも々々BoωτKをBovg十tOθεcyと解
するには非常に無理があり，翠に着れは言語を弄ぶ者と嘲はれるに過ぎない
ばかりでなく，天室の實景を観察して，L大熊’1とv・ふ重要な星座との最も自
然的な機縁を無覗するものである．
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　し熊「が御隣りにるる三唱を無齢して，牛も居ないのにし牛飼ひ「を置かんと
する不自然に氣が付かないとは，どうしたことか？
　省ぼ，それだけでなV・．第三の理由として吾輩がL牛飼ひ「を排し，L牧夫■
を琴平しなければならなv・瓢は，之れが，前にも一慮解説した意味に於いて，
日本語としての一俗語に關する立揚を考へなければならないからである．世
にひろく知られてみる通り，二千年以前から東洋にはL七夕■の博論がある．
この説話中のヒ1ロ1はかのAltair星によって象徴される牽牛，帥ち俗に言
ふし牛飼ぴ「である．そして此の説話は，決して，輩に古昔の下説として一般
民衆の臓裏から消え去ったものではなく，むしろ共の反封に，最近年は，此
の可憐なる星物語りを，夏の夕べの卸しv・行事として，一時の衰へから復片
し，老若男女の匠別なく，屯しまうとする傾向さへ明らかに見えてみるので
ある．こうした時代に，民衆の持つ傳説と全く無關係な天室の一角から，ま
ぎらはしくも今一一つのL牛飼ぴ「を齎し來り，人々を迷はせるといふやり方は，
識者の深く謹むべき瓢であると思ふ．況んや，今から20年も前には，我が國
の墜界も俗界も皆一致して，Bootesを一型L牧夫■といふ言耳語に統一したこと
があったのだから11
　TaurUSをL牡牛「，　AriesをL牡羊「と漏してみる人がある．何れも一慮尤
もだと言へなV・わけではない．しかし，前にも記した通．り，我が日本語では，
元來，性の芦別を超越したL牛「，L羊「といふ語が始めからあるのであって，
只，わさ“SS牝牛や牝羊に射慮し，共等と匝貸する必要がある調合にのみ，
L牡牛「L牡羊「とv・ふ風な復成語を用みる文法上の慣はしである．しかし，西
洋では，英のBu11，猫のStier，佛のTaureau，伊の「ro　ra等は皆ラテンの
Taurusと同様に，始めから一字で，性をも表はす語となって了って居て，日
本語のやうに男性に通する語は存在しないとV・ふ事情にある・Ariesの揚合も
同様である．丁度労れは，日本にL兄■とかし弟■とか言って，年齢の大小を加
味したL兄弟■の語があるけれど，年齢の如何を問はす軍に同胞だといふ意味
の語が無V・。しかるに，西洋語，例へば英語では，年齢の匠別を超越した
Brother叉はSisterとv・ふ語があるのみである・故に，わざsxL兄「を正確に
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歩、澤する揚合にはElder　brother，し弟「ならばYounger　brotherと言はなけれ
ばならな）・．しかし，：Brotherを和言睾する揚合に，必ずしも兄とか弟とかV・ふ
風に年齢の上下を匠了することは要らない事があるのだけれど，日本語では
一字で図研に同胞といふ事を表はす語が無V・ものだから，止むを得す，必要
も無V・のにし兄「とかし弟■とか，ハツキリ言ひ切ることを鯨儀なくせしめられ
る．BullやTaurusを和言目する場合は之れとよく似た場合である・前にも記し
た如く，天室に，特にL牝牛■とV・ふ星座があるのならば，Taurusを課する揚
合に，是非L牡牛「とするのが正しいこと言ふまでもない．しかし，さうでも
無くて，ひろい天室にL牛「の星座が只一つしか無v・場合に，なにもわさ“Nk
語を複雑化して，牝牡の匠別を付する必要は無v・のである・術ほ，L牛「と
し羊「とは，字に書いた形が時々よく相似て，紛らはしいことさへあるのであ
るが，之れを，L牡牛「やし牡羊「と書くとすると，此の二語の相似は早々甚だ
しくて，濁雑し易く，誤られる易合が多い，殊にし牛■とし羊コとは，共に黄道
星座で，互ぴに相ひ隣ってみるため，：事件も相似たことが起る場合が多V・の
だから．
　天室に同じ名の星座が二つあって，共の位置の南北により判れを庭別して
みる例が，三つ四つある．例へばと，Corona：BoreaiisとCorona　Aus・
tralis，　PiscesとPiscis　Austrinus，　TriangulumとTriangulum
Australe等であるが，此等を日本語に言睾する野合に，　L北の冠「，　L南の冠■，
L南の魚1などと書く人があるやうだが，干れは日本語とv・ふものの文法を知
らない事から起る誤りである．こうしk場含にはしの「を用みなV・のが日本語
なのであって，現に，例へば，L北多摩郡■L南多摩郡「と普通に呼ぶけれど，
決してL北の多摩郡「し南の多摩郡「などと呼ばない．從って，星座の揚合にも，
L北冠■（きたかんむり），L南うを「といふ風に呼べば好いのである．英語でvo
A、Southern　Crossの星座を，我が通俗界でもしみなみ十字架iとV・ふ風に呼ん
でみるではなV・か1
ついでに，Cruxといふ星座を，軍にL十字■と言畢する入もあるが，之れは
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此のCruxとv・ふ原語を思ひ付いた人と其の環境を全く無視した態度と言はな
ければならなv・．欧米人は直接聞接に永く養はれて射たキリスト教の深v・感
化の中にみる人々である．從って彼等が南天の一角に見事な済々の叢くあの
聯秘的な形を見て，あれがキリスト敏の象徴のL十字架「だと，特種な感激を
以って仰ぐといふのはs誠に當然なことである．從って，Cruxを軍に幾何學
的なL十字形「といふだけではなく，　もっと宗教的な連想を誘ふし十字架「と課
した方が適當なのである．一旗語といふものは，決して軍に機械的であっ
てはならない．必ず其の原語の深い意味と，其の磯案者の心境と環境と，其
の他あらゆる事柄，筒ほ其れに，言語其のものの常識的や學的な本質と諸性
質とを考慮のうちに置いて，術ほ手口の肚會文化上に於ける連語の地位と其
の見透しを考へつN，決定しなければならなv・．
　E吼uuleusは小さv・馬である．之れをL駒「と繹する人があるのは，　しこま「
即ち小馬であるのだから，一肩は首肯するに足る．しかし，よく考へて見る
と，このL駒「とv・ふ繹名を幾百年目昔し，我等の租先から受け綴いだのなら
ば，もはや何も言ふ資格も罐利も無VO．けれど，實は左様でなく，現代のH
本入がL小さv・馬「といふ意味の語を日本語の中に求めやうといふのである・
今日の吾々のvocabulayy中のL駒「は，決してL小さい馬「だけを意味するので
なく，いろXN永い隠語史上の慣はしによって，L駒コは敢へて小さからざる
普通の寸法の堂々たる馬をも立派に意味する文學用語であるし，爾ほ叉，一
般祠二會に於いて，特に何の註澤も加へすに只L駒「と言へは，淫事の駒だとす
ぐに解繹する人の方が遙かに多い現代である．して見ると，：Equuleusは寧ろ
卒直にL小馬■（こうま）と言写して置くのが無難であり，自然である．
　IndUSとV・ふ星座を，吾人も永くLインド人nと治してみた．しかし儲れは
可なり不注意な誤詳であることを，最近に筆者は村上理學士から指摘された．
Indusは，今から四百年前の米大陸i見者たちが，あの新大陸に於いて始め
て御目にかNつた新入種，即ちAmerican　Indianなのであって，勿論，アジ
ヤの英領印度に住んでみてかのGandhi氏にリ1ドされてみるインド人（叉
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はヒンドウ人）でないのである．故に，村上氏と共に，吾々は今後此のIndus
をLiンデヤン「と改めて置きたV・．
　側壁の春の」〈に見えるHydraといふ星座がある．これを猫逸語でWas－
serchlange即ちL海蛇「叉は水蛇などと課するのは宜しくない．吐の原語や意
味は，ギリシャ軸話にあるアルゴ船の遠征物語参中にある怪獣を意味してみ
るのであって，決して聖なる動物の一種を表はしてみるのではない．故に，
むしろ，憩話的な連想を保持するための立て繭から，漫語や英語の言睾名に習
って，只Lヒドラ「として置くのが最も穏當であると思はれる・尤も，L．ヒド
ラ「といふ言語の中に，今日の動物學者が取り扱ってみる水生の虫類を意味
するものでないことを，特に注意して置かなければならないが．
　SculptorはL彫刻室「或は彫刻家の工作室の意味であるが，こうした藝術家
の作業室を：，近年我國でぱ，フランZ語を其のましLアトリエTと一般に呼ぶ
やうになってみる．だから今の吾々の揚合にも，彫刻室などギコチない言葉
を用みないで，Lアトリエ■といふ新日本語をチキのまN探冷して置くのが良V・
と思はれる．
　PiCtOr即ちL書架「をLゑかけ1とあること，　M｛croscopium帥ち顯微鏡とVO
ふべきをしむしめが狙「とすること，同様に，Telescopium　E’pち望遠鏡を寧ろ
柔らかにしとほめがね「とすることは，耳に聞v・ただけで解りかねる日本語や，
漢語萬能時代のJ2；よりさめて，純粋な日本語（耳で聞いただけで解る日本語）
を探用するといふ鮮味の撤底に於いて，一般に贅成して頂けるものだと思ふ・
現代の理學研究上に偉勲を立てつNある翠微鏡や望遠鏡を，其場の最も幼稚
な原始型であるL虫めがねコやし望めが訟「の名で表象せしめることに多少の不
満を感じる人士があるかも知れなv・が，しかし叉考へ直して見ると，Microso－
piumやTelescopiumといふ星座が此うした驚異的な器械の歎績を記念する
ために予州に作られた時代の，其の器械其のものはやヅパリしむしめが訟「・
しとほめがね■と呼ばれる程度のものであったのであるし，原語のMicroscope
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やTelescopeだつて，元々其れ位の意味を以って此の世に生れ出たのである
のだから，決して自分は上記の純日本語を以って，冒漬とは思はない．
　Sextant星座をL六分儀『1と課し，同様にOctantをL八分野「と諜するのは
誠に尤もな話で，吾人も輝輝成ではなV・．只，しかし，棄耳蝉，Sextantが何
物であるかを知ってみるやうな入た’ちは，多くは船乗りか，叉は少くとも多
少の横文字を解する人なのだから，わざ々々L六分儀、などとゴツ着々した漢
字繹を用みないで，v・きなりしセキスタンドと言って，少しも差支へなく通
用するのであるから，例へばSpectrumやtypcを必ずしも分光帯や型式と
して漢字化しなV・でも，軍にスペクトル，タイプ等でi洗に日本語として取り
扱はれる如く，Lセキスタント「のまsでも良からうと思ふ．　Octantだつて，
Lオクタント「で良v・のだらうし，ReticulumもLレチクル■で良v・やうに思は
れる．（績く）
十度緯度襯灘の要求に長ず
　花山天文墓では昨年來破損してみた天文経緯儀の水準器が新しく濁逸
から到着したので再び此の優秀機が槻幽界に活躍することNなった機雷
を利用し，経緯度出張観測委員會といふものが組織された．これは近年
天文知識の普及と共に各地に於て経度緯度の精密な観測を天文穿下に實
行決定してもらいたいと云ふ要求があるのに謝し花山天文憂では公務に
差支へない限り墓員が出張して此の需に鷹じる企である。機械は主とし
て上記の経緯儀が用ぴられ経緯三共にO．1秒内外まで精確に決定される
筈である．天文に興味を持つ各個人，三校，天文毫，その他研究所或は
諸團罷等にして其地の精密な経緯度決定を要求する方々は遠慮なく花山
天文藁長に書面で申込れたい．観測は晴夜少なくとも三夜を要し，費用
は槻測者（最少限度二人）の往復旅費，滞在費その他の必要額を観測要求
者に於て支弄せられたい・［花山急報第9・O號よbコ
